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第 5 講 構文解析 (追加資料)  
係り受け関係のみの例 

例：さよならだけが人生だ。  

    さよならだけが―――人生だ。  

 

例：坊主が屏風に上手に坊主の絵を描いた。  

坊主が 

屏風に 

上手に 

坊主の ――――――  絵を ―――― 描いた。  

 

例：国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。 

国境の 

長い      ――― トンネルを―――抜けると 

雪国で ―――  あった。 

 

例：これらの図を使って説明すると、学生は日本文における「主語」の不在をすんなりと理解し

てくれる。 

これらの   ――― 図を  ――― 使って ――― 説明すると 

学生は 

日本文に ――― おける                                                                           理解して ――― くれる。 

「主語」の ――― 不在を 

すんなりと 

 

 



並列構造をふくむ例 

例：調査は仙台と福島でおこなった。  

 

例：私は○○を助手席に乗せ、車を走らせた。  

 

  


